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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
国
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
協
議
会
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
木
村
青
森
県
知
事
（
当
時
）
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
再

処
理
事
業
等
の
現
状
、
安
全
性
等
に
つ
い
て
国
と
青
森
県
が
協
議
す
る
場
と
し
て
、
平
成
九
年
九
月
九
日
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
十
一
回
、
い
ず
れ
も
青
森
県
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
係
る
そ
の
時
々
の
政
策

課
題
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
に
開
催
し
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
五
日
に
開
催
し
た
第
十
一
回
協
議
会
に
お
い
て
は
、
三
村
青
森
県
知
事
か
ら
、
確
固
た
る
国
家

戦
略
と
し
て
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
実
現
を
早
期
に
図
る
こ
と
、

地
域
振
興
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
要
請
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
関
係
閣
僚
等
か
ら
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政

策
を
着
実
に
推
進
す
る
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
実
現
に
向
け
最
大
限
努
力
す
る
、
地
域
振
興
に
つ
い
て
地
元

の
要
望
を
踏
ま
え
た
対
応
を
検
討
す
る
等
の
回
答
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
今
回
の
協
議
会
は
約
三
十
分
で
終
了
し
て
い
る
が
、
必
要
な
協
議
は
行
わ
れ
た
も
の
と
認
識

一



し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
含
む
原
子
力
の
利
用
の
着
実
な
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
活
用
し
て
原

子
力
発
電
施
設
等
の
立
地
地
域
の
住
民
や
地
方
自
治
体
と
の
相
互
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
同

交
付
金
の
経
済
産
業
省
所
管
分
に
係
る
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
九
日
に
実
施
し
た
行
政
刷
新

会
議
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
や
地
元
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
、
今
後
の
予
算
編
成
の
過
程

に
お
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二


